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 2016 年 11 月 26 日（土）12 時 30 分より、青山学院大学青山キャンパスにおいて、
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2017 年 3 月 26 日、大阪大学経済学研究棟にて 2017 春季例会が開催され、第 1 部は
三時眞貴子氏・山本千映氏による『19 世紀前半のスタッフォードシャーにおける識字
率―産業革命の影響と犯罪少年―』という題で報告が行われた。副題にあるように、当
報告は同一史料を三時・山本両氏それぞれの関心による、「産業革命期を通じた識字の
変化」・「少年の識字の獲得・向上・喪失」という二つのテーマからなっている。両名
による報告後、林田敏子氏や八鍬友広氏らが報告に関する論点や質問を提示する形でセ
ッションは進行した。以下、報告の概要、議論の状況等について概略していきたい。 
